
１．基本情報

3

1

4

２．施策目標（施策指標）

№

３．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価及び対応方針

（施策目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

昨年に比べ倍近くの実績となりましたが、開催地の災害復旧工事のため実施できなかった事業があり、未達
成です。

広報活動やイベント等を通じ、ボランティア活動や活動に対する支援制度の周知に努め、活動団体、環境ボ
ランティア数の増加につなげます。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

実績値

達成状況
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目標値

達成状況

3 実績値

目標値

達成状況

0達成状況 未達成 未達成 未達成 未達成

70

実績値 40 47 45 33 63 0

2

目標値

実績値

1
住民・事業者・行政の
協働連携により取り組
む環境づくりの活動数

回

目標値 50 55 60 65

施策の
方向性

●環境に配慮したライフスタイル、ワークスタイルの啓発を行います。
●誰もが環境に配慮した行動を実践できるシステムづくりを推進します。

目標指標 単位 区分
計画策定時
の状況

H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
中期目標
(R2)

令和元年度　施策評価シート

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

担当部 町民生活部基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策名称 協働型環境づくりの推進



【参考】施策の推進に要したコスト (単位:千円)
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合計 1,698

施策の成果を
維持する事業

財
政
計
画

動物愛護管理推進事業 895

施策の成果を
押し上げる

事業

事
務
事
業
計
画

協働型環境づくり事業 803

区分 事業名称 事業費



１．基本情報

政策体系
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２．事業概要

３．活動計画・活動実績

４．事業目標（事業指標）

№

５．コスト情報 (単位:千円)

令和元年度　事務事業評価シート（評価）

事務事業の名称 協働型環境づくり事業 事業番号 314101

担当部署名 町民生活部 環境課

「第2次環境基本計画」に基づき、住民・事業者・行政が協働・連携し、環境活動やイベント、環境学習を実施します。

活動計画 活動実績

○

○
○

府中町脱温暖化市民協議会と連携し、環境学習講座や環境
イベントなどの啓発活動を実施し、地球温暖化防止活動を
拡げていきます。
エコドライブ講習を実施します。
くらすば環境支援助成事業により団体の活動支援を行いま
す。また、活動内容をホームページ等で紹介します。

○

○

○

○

環境学習講座について、ホームページで募集しましたが申
込みがなく、実施できませんでした。
エコドライブ講習は申込者不足の関係で、実施できません
でした。
くらすば環境支援事業により団体の活動支援を行いまし
た。また、活動内容をホームページ等で紹介しました。
昨年度評価会議で指摘を受けた少人数でも講座等を開催で
きる仕組みについては、検討できませんでした。

基本目標 誰もが安心・安全、快適に暮らせるまちづくり

基本施策 総合的な環境対策の推進

単位施策 協働型環境づくりの推進

R1年度 R2年度

① 環境関係コンテンツの閲覧数 件

目標値 6,600 6,700 8,000 9,000

指標名称 単位 区分 H28年度 H29年度 H30年度

達成状況 達成 達成 達成 達成 0

10,000

実績値 8,781 10,829 11,922 11,992 0

実績値

目標値

③ 0

目標値

② 0

達成状況

達成状況

目標値

実績値

指標の設定方法
環境に関心を持つ人の増加と環境意識の醸成を図ることを目的としているため、町公
式ホームページに掲載している環境関係コンテンツの閲覧数を指標としました。

区分 事業費合計
財源内訳

国庫支出金 県支出金

④ 0

達成状況

地方債 その他 一般財源

実績値

当初予算 1,131 0 0 0 0 1,131

803決算 803 0 0 0 0



６．評価と対応方針（課長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

７．評価と対応方針（部長評価）

・分析

・評価

・評価を踏まえた対応方針

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

平成30年7月豪雨災害による水分峡森林公園及び林道の利用について、関心が高まったため、閲覧数は平成30年
度と同程度となりました。なお、くらすば環境づくり支援事業の団体数は減少傾向にあり、支援制度、活動の周
知が必要です。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性 事業継続

事業継続

環境への関心を更に高めるため、広報ふちゅう、ホームページの充実の図るほか、「ごみ分別アプリ」など他の
媒体での情報提供等を行います。また、くらすば環境づくり支援事業の団体や環境ボランティア数の増加を目指
します。

作成担当部長 町民生活部長　金光　一隆

広報ふちゅう、公式ホームページ等を活用し、くらすば環境づくり支援事業における活動や支援制度の周知に努
め、活動団体、環境ボランティア数の増加につなげます。

作成担当課長 環境課長　宍田　貴

（事業目標達成・未達成の要因、前年度評価を踏まえた見直し状況、新たに発生した課題・環境変化等）

目標は達成していますが、多くは平成30年7月豪雨災害で被災した水分峡森林公園や林道の利用再開状況等の情
報を得るためのものです。

事業効果 高 事業改善 低 今後の方向性


